　　　オーヴァーチュア・オブ・ピュアロマンス?!
						日高春香


私、一条千夏は今、とても大きく強い敵を目の前にしています。
(うう、やだな……。)
出来ることなら避けたい、でもいつまでも避けてはいられない。ジレンマ。
(もう……、もうどうにでもなれっ!)
ありったけの勇気を振り絞って、一歩を踏み出します。ピピピッと言う、電子音。そして、
「うわああああああああああああああやっぱりいいいいいいいい!!」私はその場に崩れ落ちました。
足元の体重計は、無情にも「55.5kg」という表示。一カ月前の体重は、四十九・五キロ。つまりジャスト六キロ、増量です。

ショックを引きずったままパジャマを着て、とぼとぼと脱衣場から自分の部屋に戻って、ベッドに倒れ込んで枕に顔をうつぶせに突っ込んで、
「どうしよう、やっぱり太っちゃったよ……」深く深く、ため息をひとつ。
確かに、最近お菓子をたくさん食べ過ぎている気はしていました。ご飯の量も少し増えた気がします。でも、いきなりこんなに太るなんて。このペースだとすぐに六十キロへの大台に突入、それは身長が百五十センチしかない高校入りたての私にとって、もはや死刑宣告にも等しいショックでした。
「なんでいきなりこんなに太ったんだろう……」
「いや、理由ならちーちゃんだってわかってるだろ?」
私のぼやきに、部屋の勉強机の方から答える声がありました。
「ねえゆーくん、いるんなら最初からそう言ってよ」頭を枕に突っ込んだまま答えます。
「あ、ごめんごめん。でもちーちゃん、ちゃんと話すときは相手の方見てしゃべろうよ、感じ悪いよ？」「そんなこと言ったって、どうせ見たって見えないじゃん!」
そう、わざわざ見る意味ないじゃないですか。彼は自在に姿を隠せる、幽霊みたいなものですから。
「姿見せるまでそっち見ない」「はいはい、わかったわかった。ほら、いいよ」
しぶしぶ顔を上げると、ついさっき部屋に入った時には誰も座っていなかった椅子に、私と同じ高校の制服を着た少年が座っていました。割と見た目は理知的でかっこ良いように見えるくせに、ちょっといろいろと抜けてる(例えば勝手にクラスメイトの家に侵入したりするような)彼が、さっきの声の正体、、渡辺雄太(通称ゆーくん)です。
「いつ入ってきたの」「いや、叫び声聞こえたからなんとなく」なんとなくで乙女の部屋に窓から入ってこないでください。窓伝いに隣の家の幼馴染の部屋に入ってくるなんて、そんなの漫画だけの話にしてください。ただでさえ、私たちは漫画のキャラクターのような存在なのに。
「んでさ、太った原因なら分かってるっしょ、自分でも?　どうせまだ吸ってないんでしょ、血」心配しているような、咎めるような目線。
「やっぱり人の血吸うのに抵抗あるのはわかるけどさぁ、そろそろ本気で身がもたないよ？」
当たり前のように話が進んでいますが、そう、私はいわゆる吸血鬼です。とはいえ世間一般で認識されている吸血鬼みたいに夜中外に出歩けないとか牙が生えているとかだなんてことはなくて、見た目も中身も一般的な女子高生そのもの。一カ月に一度くらい血を飲まないと体調を崩したりやたらとお腹がすいたりストレスが溜まったりしてしまう、というデメリットしかない、ただの病気みたいなものです。ここ最近劇的に体重が増えているのも、ご飯を食べ過ぎているのも、すべてそれが原因なのです。
「とはいえ、そんな勇気ないよ……。血を吸うなんて……」
私が「こういう体」になってしまったのはつい半年前のことです。学校の体育の授業中に突然倒れた時はただの貧血かと思っていたのですが、保健室の先生から連絡を受けて職場から飛んできたお母さんから事情を説明してくれました。
実は私のお母さんの家系は、たまにですが血を吸わないと生きていけない子供が生まれること。お母さんもそうだったこと。その病気(お母さんいわく「原因不明の体質」らしいですが、私には病気か何かにしか思えません)は、中学生から高校生の思春期頃にいきなり起こること。もしも飲まないまま我慢していると、命にかかわること。それを治すためには、ほんの少しでも構わないから定期的に血を飲まなければいけないこと。そしてその血は、想いを寄せる異性のものでないといけないこと……。
あまりに唐突過ぎた話に呆れてしまった私は、翌日ゆーくんに「親がこんな支離滅裂なこと言いだしてきちゃってどうしよう」と相談してみたのです。しかしゆーくんは何故かいきなり真顔になって「今まで言えなかったけど話がある」だなんて言い出して、私をさらに混乱させる話を始めたのです。「俺さ、中学生の時に一度家で倒れたってことあったろ？　あの時に実は一度死んだみたいなんだ。いわゆる、突然死。家の中ででも何故かまた生き返っちゃって。、病院は単なる死亡診断ミスだったんじゃねなんて言ってたけど、それ以降なんか姿消したり壁通り抜けたりできるようになっちゃってさ。まるで幽霊みたいに。俺だってそういうことなっちゃったわけだし、吸血鬼ってありうるんじゃね？」だなんて。
ふざけるのも大概してよと怒ったのですが、証拠として実際に目の前で姿を一瞬で消すのを見せつけられた以上信じないわけにもいかず、こうして私はこの世の中にそういう人種がいるということを受け入れることにしたのです。
しかし、ゆーくんが幽霊になったということを受け入れたとしても、自分がこのような状況に置かれているのは納得がいきません。
「ほんと、どうしよう……。『血を飲ませて』だなんてどう頼めばいいんだか……」絶対頼めません。ドン引き、なんてレベルでは済まされません。最悪、精神異常者と思われて病院送りです。映画や漫画のキャラクターのように超人能力なんて持っていませんから、人に見えない早さで血を吸ったり、時を止めたりなんてことも出来ません。
「俺だったら別に飲ませてあげても良いんだけどねえ、ただ好きな相手じゃないといけないらしいし」
「そう、そこがおかしいんだって!　血を吸う相手が好きな相手ってのがムリだもん。　……好きな人、いないし」
「えっ」ちょっと待って、何でそこでびっくりした顔をするの。
「なに、その反応」
「え、いや、だってほら、四組の吉野。あいつとおまえが付きあってるって話聞いたぞ」
「はああああああああああああああ？！　誰それ言いだした人!!　そんなわけないじゃん!!」
「俺も人づてに聞いた程度だけど、アレって嘘だったのか?　っつーか落ち着け、ストレス溜まってるのもわかってるけど」
「ごめん……」
思わず立ちあがって反論してしまう程度には心身滅入っているらしく、最近はこうして怒鳴り散らしてしまうことも少なくありません。相手は主にゆーくんですが。本当にこのままだと危ない気がします。
「ごめん、ちょっと今日は帰ってもらっていい?」また布団にダイブして顔だけ向けてそう言うと、何かを察したのかゆーくんは何も言わずさっさと帰って行きました。こら、姿見える状態で壁を通り抜けない、ご近所様に見つかったらどうする。
はぁー、と深くため息。
「どうしたら、いいんだろ」そう呟いて、枕にまた顔を埋めます。
確かに、好きな人がいないというのは嘘です。
私は、ゆーくんが好きなんです。いつからかはわかりません。何故かもわかりません。でも、好きという気持ちは変わりません。
きっと、ゆーくんなら頼めばすぐに血を飲ませてくれると思います。でも優しさに甘えてしまうのが怖いという気持ちと、好きな人の血を飲むという行為への嫌悪感が渦巻いて、それだけはしたくないのです。それになにより、ゆーくんの血を飲むということは、ゆーくんのことが好きだと堂々と言うことと変わりません。恥ずかしくてそんなこと出来ません。
「確かに、好き、でも……」いくらゆーくんとは言えどああ言えばこっそり部屋の中に戻ってくるということはない、そう思って自分の気持ちを、ぽつり、ぽつりとこぼします。
「すき、スキ、好き。ゆーくんが、好き」
好きという気持ちを、吸血鬼になってしまったということが邪魔をしているのかな。いいや、きっと好きということを伝えるの、を吸血鬼になってしまったことを言い訳に逃げているんだろうなぁ。そう自分でぼんやりと考えて、また深くため息。結局どうすることが一番いいのかはわかりませんが、少なくとも今のこの状態はダメだということはわかります。この状態をいつまでも続けてはいられないことを。なんだかんだでゆーくんがいろんな人に告白されたことがあるのは私も知っています。高校に入ってから、熱っぽく見つめる女子の目線も増えた気がします。いくらゆーくんが恋愛に疎いと言っても、熱烈なアプローチをする子が現れたらその娘と付き合ってしまうかもしれません。それになにより私もいつまで耐えられるのかわかりません。吸血病からも、この気持ちからも。
　どうすればいいかはわかりませんが、とにかく、何か変わらないと、という気持ちで押しつぶされそうです。とりあえず、少しでも出来ることをしたい、そう心に決めて、決意を心の中で呟きます。
「まずは痩せないと、絶対振り向いてくれないよね……」
こうして穏やかでない夜を過ごし、また私のストレスはたまっていくのでした。

